
    令和５年 鳥取市教育委員会 ６月定例会 会議録 

１ 日  時  令和５年６月２９日（木） １５時３０分 から 

２ 場  所  鳥取市役所本庁舎 ６階 第４会議室 

３ 出 席 者 

教育長  : 尾室 高志 

委 員 ： 藤井 喜臣 

委 員 ： 前田 哲雄 

委 員 ： 谷口 なおこ 

委 員 ： 中井 英子 

        〔事 務 局〕 

         副教育長：岸本 吉弘 

         次長兼教育総務課長：山下 宣之 

次長兼学校教育課長：安本 雅紀 

         生涯学習・スポーツ課長：須﨑 ひとみ 

文化財課長：佐々木 敏彦  学校保健給食課長：山根 ちはる 

中央図書館長：長本 次郎  総合教育センター所長：中村 礼子  

学校教育課参事兼指導係長：米澤 武昌 

学校教育課参事：平戸 由美 

教育総務課長補佐：小清水 晃子  

        〔傍 聴 者〕    なし 

４ 会議次第 

○行事報告及び行事予定について                    〔教育総務課〕 

【説明・協議事項】  

（１）鳥取市学校給食センター整備について           〔学校保健給食課〕 

【報告事項】    

（１）６月定例市議会一般質問教育長・副教育長答弁要旨について     〔副教育長〕 

（２）青谷かみじち史跡公園の開館準備状況について           〔文化財課〕 

（３）重要文化財仁風閣の工事閉館中の対応について           〔文化財課〕 



（４）鳥取城跡中ノ御門渡櫓門の上棟式について             〔文化財課〕 

（５）ホール等文化施設のあり方に関する検討 これまでの経過と今後の進め方について 

    〔生涯学習・スポーツ課〕 

【その他】  

（１） 次期定例教育委員会の開催について  

［ 7 月］令和５年７月２７日（木）13：30～鳥取市役所本庁舎６階 第４会議室  

［ 8 月］令和５年 8月２５日（木）13：30～会場調整中  

（２） 令和５年度 鳥取県市町村教育委員会研究協議会研究大会  

総  会 令和５年７月２１日（金）14：00 ホテルセントパレス倉吉 

研究大会     〃        15：00      〃 

懇 談 会     〃        17：30       〃 

５ 会議概要 

１５時３０分 開会 

 尾室教育長 あいさつ 

○行事報告及び行事予定について  

教育総務課長 (資料に基づき説明する。) 

【説明・協議事項】 

（１）鳥取市学校給食センター整備について  

学校保健給食課長（資料に基づき説明する。） 

【質問】 

（藤井委員） 

85 億というのは結構な額ですよね。今 8ヶ所あるセンターを統合するという話か    

ら始まって、特に急ぐ所からされるということで、これはこれでいいと思うんです

けれど、令和 9年度に完成した後に、次の統合計画を検討するということですか？

これだけ費用が掛かっていれば並行しては難しいですよね。 

（学校保健給食課長） 

今記載している額は、導入可能性調査の中で出てきた数字ですので、内容を少し 

精査する必要はあると考えておりますので、概ねの目安の金額です。大きなお金に

なりますし、他のセンターも急がないわけではございませんので、しっかりスケジ

ュールを捉えていかなければいけないと認識しているところですが、今現在、どの

段階で次のセンターの計画に向かっていくかというのは、まだ協議が十分できては



おりません。金額的なものや施設の現在の状況も考えて、また相談させていただき

たいと考えております。 

（藤井委員） 

財政状況もあるので何とも言えないのですけど、気高、青谷、鹿野に１ヶ所ずつあ

りますよね、これを例えば今ある施設で、どこかの１ヶ所で、3地域分のものが作れ

るキャパシティはあるのでしょうか。 

（学校保健給食課長） 

今現在、3つを１つにというのは容量が難しいと思います。2つを１つにするのも少

し手を加えなければいけない状況でございます。ただ、おっしゃるようにセンターの

数があればその分経費も掛かりますので、内部では検討は少しずつしております。 

（藤井委員） 

わかりました。ある程度並行して考えていかなければいけないかもしれないです

ね。 

（学校保健給食課長） 

はい。 

（前田委員） 

給食車での配送について、各学校の到着予定時刻が書いてあります。結構細かいダ

イヤで動いているようですが、例えば冬季、積雪時もこの時間で考えておられるので

しょうか。 

（学校保健給食課長） 

この配送の計画の細かいところを出していますが、何台で回ることが可能かという

ことを含めて、割とゆったりと時間を組んでおります。冊子の 29ページの配送計画の

例として、何時に給食センターを出発し、何台がどこに何時に着くというようなこの

時間想定も、いわゆる 2時間喫食を守りつつ可能な範囲ということで、算定の根拠と

して組んでおりますが、実際に走ってみてこの通りにいくかというところはまた別に

あります。積み下ろしも余裕をもって 10分程度取っておりますが、通常の積み下ろし

は 10 分もかかることはまずございませんので、最長時間としての目安となります。 

（前田委員） 

十分余裕を見てあるということですね。 

（学校保健給食課長） 

はい。積雪時や何か事故があったりして道路が混み合う場合は想定したうえで時間

を組んでおります。出発時間については、10 時に先発が出るということが少し難しい

ケースもありますので、またこれは具体的な設計をする段階で見直していく必要があ

ると思っております。 

（尾室教育長） 

ありがとうございます。まだ素案の段階ですので、これから更に詰めていって正規

計画にしていきたいと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。 



【報告事項】    

（１） ６月定例市議会一般質問教育長・副教育長答弁要旨について 

副教育長（資料に基づき説明する。） 

【質問】 

（藤井委員） 

6 月市議会一般質問答弁要旨の 37ページの制服の話で、私は南中校区に住んでいて、登

下校の雰囲気を見ているのですけど、制服が変わっても違和感なく、自然と落ち着いてい

る感じですし、皆さんで考えて決められたことだったので、尚良かったのだと思います。

多分、他の学校でも良い方向で広まっていくのだろうと思います。 

（米澤参事） 

南中の 1年生から夏服も含めて変わったのですが、特段学校内でも問題なく、好評だと

聞いております。地域の方からも好評だと聞いております。 

（藤井委員） 

時代の変わり目でいいのかなと思います。 

（岸本副教育長） 

かなり前から取り組まれておりまして、地域も含めて情報発信も時々されていたという

もので、そういった意味では地域も受け入れていただいていると思っております。 

（中井委員） 

不登校の件なのですが、私の周りでも小学生から高校生まで不登校というお話が益々多

くなっている感じがします。以前は進級、卒業時に出席日数が必要だったと思うのです

が、今はその辺りはどうなっていますか？ 

（安本次長） 

卒業進級認定会議の中では、出席日数等も議論はしますけれども、それに伴って、全欠

席だった場合に上がれないとか卒業できないということはございません。 

（中井委員） 

なるほど。テストか何かで学習の理解度を確認されたりしているのですか。 

（安本次長） 

それもですね、学校に全く通えていないというお子さんもありまして、そのお子さんが

当該学年の学習内容を十分身に付けているのかどうかというのも、登校できていないので

実際測れていないという状況もございますが、それに伴ってこれも進級、卒業できないと

いうことはないです。この度、県の教育委員会が夜間中学を来年度から開設されますの

で、学び直しができるシステムも少しずつ整いつつあります。 

（中井委員） 

では一旦進級したり卒業した後に、また学び直せるということですね。わかりました。 



（谷口委員） 

不登校に関して、先生との相性が合わず、先生とのやり取りが苦しくて不登校になると

いうお話を結構聞きます。教育委員会は、先生の資質や、生徒とのトラブルが原因で異動

されたとかいう情報は把握されているのでしょうか。 

（安本次長） 

教職員の異動について、保護者とのトラブルとか、子どもへの不適切な指導があってと

いうことが元での異動というのは原則ないです。もし不適切な部分があったら、改善の研

修等をしっかりやるということで対応しています。何か保護者さんが言ってこられたの

で、それに基づいて翌年度異動することはまずありません。できるだけ不登校を側面から

回避するという意味で、学校に行き辛くなる要因として教職員との関係性はゼロではない

と思っておりまして、今スクリーニングというのをやっているのですけれども、その項目

の中に、教職員との関係性が要因で困っているというようなことを随時キャッチできるよ

うな項目を設けて探ろうとしております。中学校については教科担任制なので、沢山の教

員と交わることができるので、その部分ではできるだけ不登校の回避はしやすいのかなと

思っております。小学校については学級担任制ですので、学年団、級外の教員が関わりな

がら、子どものサポートをしています。 

（谷口委員） 

わかりました。ありがとうございます。 

（２） 青谷かみじち史跡公園の開館準備状況について 

文化財課長（資料に基づき説明する。） 

【質問】 

（中井委員） 

すごく立派な建物が建つのですが、だいたいどれくらいの来場者を見込まれているので

しょうか。 

（文化財課長） 

現在、青谷上寺地史跡展示館というものがありまして、そちらが年間 7、8000 人程の来

場です。その 3倍ほど来場があればよいのではないかと考えております。 

（中井委員） 

わかりました。何かイベントなどもされるのでしょうか。 

（文化財課長） 

オープンの時期がまだ未定ですが、オープニングイベントを予定しておりますし、年間 

を通して各種イベントを実施していきます。 

（中井委員） 

良い具合に活用していただければいいなと思います。よろしくお願いします。 



（藤井委員） 

ひとつ確認ですけど、今の展示館は最初は入場料がかかりましたが、この施設は入場料

はどうなりますか？ 

（文化財課長） 

ただいま県議会で指定管理者を専決しているところでして、設置管理条例では指定管理

者が入場料金を決めて、知事が認定するような形になっております。指定管理者選定委員

会の中では、小中高校生は無料で、大人は有料というような設定にしていたと思います。

恐らく重要文化財棟は有料で、弥生の自然景観体感地区の方は外側に囲いもありませんの

で、こちらは自由に出入りできると思われますが、まだ詳しく入場料のことは決まってお

りません。 

（藤井委員） 

県外の方が来たときに入りやすい入場料の設定になるといいですね。 

（３） 重要文化財仁風閣の工事閉館中の対応について 

文化財課長（資料に基づき説明する。） 

（４） 鳥取城跡中ノ御門渡櫓門の上棟式について 

文化財課長（資料に基づき説明する。） 

（５） ホール等文化施設のあり方に関する検討 これまでの経過と今後の進め方について 

生涯学習・スポーツ推進課長（資料に基づき説明する。） 

【質問】 

（藤井委員） 

ちょっと気になるのが、ホール等文化施設のあり方に関する基本方針（素案）の資料の

13 ページに「6再編を進めるにあたって」とありますよね。一般的な頭の整理として、今

旧市街地にある 4つの施設の再編統合の話だと理解しているんです。それでですね、この

13 ページの「（2）用地の確保」のところを読むと、旧市街地にこだわらなくてもよいとい

うような書き方に見えてしまうのですが、私の思いとしては、今ある 4つの施設と旧市役

所の土地を含めてどうしていくのか議論されないといけないと思います。このまま市役所

跡地が空いたままの状態になっていたら、旧市街地が本当に旧市街地になってしまいそう

なので、ポイントを絞って早く検討された方が良いと思います。 

（生涯学習・スポーツ推進課長） 

基本方針ですので、用地について今はこういった書き方にしておりますけれども、今後

基本構想ですとか基本計画を策定する中で、そこで具体的な候補地を決めていくことにな

ると思います。 



（藤井委員） 

多分皆さん早く進めて欲しいと思われているんですよね。人によって色々な意見がある

ので、候補地を絞るのが難しいということは、重々承知はしているのですが。 

（生涯学習・スポーツ推進課長） 

はい、今年度中に基本方針を定めまして、なるべく早い段階で、来年度は専門家を入れ

た新たな検討委員会を立ち上げることになりまので、そこから具体的に基本構想、基本計

画を策定していきます。 

（藤井委員） 

大変だと思いますけれども、よろしくお願いします。 

（中井委員） 

私も藤井委員の意見に賛成です。やはり旧市役所の跡地を中心に考えていただけたらな

というふうに希望します。 

（生涯学習・スポーツ推進課長） 

はい、そのことも伝えておきます。今後、色々なことを検討しながら、候補の１つとし

て進めていくことになると思います。 

（谷口委員） 

旧市役所跡地が色々な経緯で公園になるということが去年発表されましたよね。公園に

なるのも意見を募って、色々と意見が出た中で公園になると決まったので、もし何かの施

設の候補地になるのなら、市民へのお知らせが必要ではないかと思います。市民としては

公園になると思っていたのに、結局ホールになるのかという不信感も生まれると思いま

す。 

（生涯学習・スポーツ推進課長） 

まだ候補地として上がっているわけではありません。ただ皆さんからの色々なご意見が

たくさんあるということは承知はしておりますので、今後検討委員会の方で構想を練って

いくということになります。 

（谷口委員） 

では、旧市役所の跡地はこのまま公園としての整備が進んでいくということでしょう

か。 

（生涯学習・スポーツ推進課長） 

  はい、そうです。 

（谷口委員） 

  例えば、公園の整備途中で施設の候補地に決まった場合、それまでの公園の整備費用が

無駄だったのではと思う市民もおられると思います。 

（生涯学習・スポーツ推進課長） 

  はい、そういったことも踏まえながら検討されることになると思います。 

（藤井委員） 

  公園の話は人によって受け止め方は違うと思います。あまり時間をかけて検討している



と、市民の皆さんもウロウロしてしまうので、早く方向性を決められた方が良いと思いま

す。 

（尾室教育長） 

色々とご意見ありがとうございます。 

【その他】 

（１）次期定例教育委員会の開催について  

［ 7 月］令和５年７月２７日（木）13：30～鳥取市役所本庁舎６階 第４会議室  

［ 8 月］令和５年 8月２５日（木）13：30～会場調整中  

（２）令和５年度 鳥取県市町村教育委員会研究協議会研究大会  

総  会 令和５年７月２１日（金）14：00 ホテルセントパレス倉吉 

研究大会     〃        15：00      〃 

懇 談 会     〃        17：30       〃 

教育長  以上で６月定例教育委員会を終了します。 

閉会   １７時００分


